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「１７7のこころ」
　私事ですが、今年になり体を壊してしまいました。痛みに耐えながらも動けない自分と、
クラスの子どもたちに会えない悔しさから、涙することがありました。
　ようやく１ヶ月が経った頃、何とか少しずつ動けるようになりました。復帰できたら子ど
もたちの成長を見ることができると楽しみな反面、長いお休みに自分の居場所はあるのかと
いう不安も生まれていました。
　そんな緊張と共に、ようやく復帰できた日のことです。子どもたちは「えりこ先生！」と
嬉しそうに周りを囲んでくれました。また先生たちは私の体調を気にしつつ、不在の間の子
どもたちの様子をたくさん聞かせてくれました。その瞬間、「私の居場所はやっぱりここに
あったんだ」と改めて感じることができました。
　今までも園が子どもたちの "居場所 "であるようにと願いながら保育をしていましたが、
今回の事を通して更に、私が関わるすべての人たちにとって、ここが "居場所 "だと感じて
もらえるように、自分にできることを尽力していきたいと強く思いました。



　１９６０年代にアメリカミシガン州のペリーという町で、４０年かけてある実験が行われました。
それは幼児教育の方針や遊ばせ方の違いによって、子どもたちの将来の収入、社会的地位、犯罪率等
が将来的にどのような違いとして現れるかを検証したもの。具体的には、３，４歳児を２グループに
分け、Aグループは子どもたち自身が遊びを計画し、夢中で遊び、その遊びをよりよくするためには
どうすればよいか、皆で振り返る時間をとる。一方で、Bグループはそれまで行われていた保育をそ
のまま行ったそう。その結果、小学校入学以降の IQにはそれほど差異が出なかったものの、成人し
てからの持ち家所有率や平均所得に関しては Aグループが明らかに高く、犯罪関与率が非常に低かっ
たそうです。

　その要因として、主体的な遊びが意欲、忍耐力、試行錯誤する力の向上を生み、勉強や仕事に対す
る意欲や協調性の向上に繋がり、最終的に生活水準を高めたと考えられています。「これは失敗じゃ
ないよ、次はうまくいく。」「どうやったら乗り越えられるだろう。」と自分の頭で、また周囲と協力
してつくり出す力。切り開く力。多角的に物事を捉える力。これらはAIの苦手分野である「知性」と「感
性」の土台であり、まさに大人の社会でも必要な力。

　何よりも興味深いのは、この実験が行われた期間が、たった１０か月間だったということ。つまり、
１年にも満たない園での日々が、子どもたちの一生を左右する影響力を持ったということ。

　先日、東京から汐見稔幸先生、和恵先生、また武雄市教育委員長始め行政の方々、近隣の小学校の
校長先生や先生方、他園の保育者等総勢７０名程をお招きして公開保育を行いました。武雄市として
初めての取り組みでしたが、その目的は、一人の人を武雄市の大人全員で同じ方向に向かって育てて
いくことの大切さを再確認し、その目的地に向かう道程を共にする仲間を見つける、ということ。子
どもたちの将来は、先述の実験が行われていた時代よりも予測不能。しかし、同時にそのなかを「本
当の意味で幸せに生き抜く」人を育てることは私たちの責務。そんな覚悟を携えた大人たちが子ども
の「今」を同じ志で包み込むことができたなら、その答えは半世紀後に明確に出るはずだと強く信じ
ています。


